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※予定は、都合により変更になる場合があります。

８月の相談状況　　１４３件

相談内訳 R７．８月　　R７．７月 日 行　  事

相談者来所 64 92 ９ Ｌet’s教室　２学期始業式

電話 45 95 　　〃　　　　新センター施設体験

相談員等の学校等への訪問 34 129 若手教員（2・3年次）教室訪問開始

主な相談者別内訳 ２５ まなびの教室　14:00

小学生 31 58 就学支援委員会②（ブロック別）

小学生保護者 26 52 ７ Ｌet’s教室　調理実習（家庭科室）

中学生保護者 26 27 １４ 就学支援委員会③　15:00

小・中教職員 19 41 １６ まなびの教室　14:00

中学生 11 19 ２１ Ｌet’s教室　ハイキング（コスモス畑）

主な相談内容

不登校 35 70

特別支援 35 44

性格・行動 25 94

就学 17 61

学業 14 4

教育支援センターだより
 ○　教 育 相 談 事 業
 ○　適応指導教室事業
 ○　特別支援教育事業
 ○　研   修   事   業
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　今年の夏は猛暑日が続き、また急激な豪雨もあり、身体的・精神的にこの上ない疲労感が残ったのではな

いでしょうか。驚くべき記録続きの気象現象をはじめ、刻々と変化していく社会情勢や様々な価値観、多様な

情報の中に誰もがおかれています。どれもこれも先行きを見通しにくくしており、私自身もまるで出口の見えな

い迷路に入り込んでしまったような心細さを感じます。またそれと同時に、改めて将来に向けた教育の大切さ

に思い至ります。教育は、何より「未来をひらく人材の育成」を目標としているからです。そのために教職員一

人一人は、教育活動の揺るがない「不易」と時代に沿った「流行」を取り入れることで、将来に夢や希望を抱

き、主体的に学び続ける子どもたちの育成が求められています。

　教職員は、経験を活かしキャリアを積みながら子どもたちへの生徒指導、よりわかる授業や主体的に学べる

学習指導の改善に日々取り組むことが必要であり、そのためには、キャリアに応じて学校経営に参画する姿勢

や組織の一員としての自覚と行動が伴わなくてはなりません。

　そこで、教育支援センターでは、市内教職員の資質の向上をめざし下記のような事業に取り組んでいます。
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教職員の資質向上をめざして

花  か  お   り
緑  あ  ふ  れ
人 輝 く ま ち
こ   う   の  す

９・１０月の行事予定

　教育支援センターでは、特別支援教育・教育相談・家庭との連携等、

多様な出前講座のメニューを用意しています。センター職員が学校

等に出向き、参考にしていただきたい情報や資料を直接お届けする

取組です。内容や時間はご要望を伺いながら柔軟に対応させていた

だいており、この夏も鴻巣東小・鴻巣北小・下忍小・赤見台中の校内

研修のお手伝いをさせていただきました。

　　　　　　　０歳～１５歳までの一貫した教育の推進

　　　　　　シン ・ 教育支援センターシリ
ーズ

教育指導員　　　三ツ木　和代

夏季休業中の校内研修支援

　特別支援教育研修（下忍小）　合唱指導研修（鴻巣北小）

オレンジ色の屋根が

　　　　　　　　目印です。

Ｌet's教室 

２学期始業式
　９／９（火）

　センター移転後、新しい教

室で活動がスタートしました。

相談室 Let's教室会議室

利用者用の駐車場を

　　　　　　　増設しました。
階段を上って２階が

　　　　　　　　　玄関です。

下足入れとスリッパを

　　　　　　お使いください。

〇初任者教員研修
　教員としての心構えをはじめ、学級経営や授業展開、具体的な教育実践について指導・助言を行い
ます。さらに、学校課題研究との関連や拠点校指導教員との連携にも配慮し、授業力向上をめざして
います。
　夏季休業中には１日がかりの研修会を開催し、研究協議の中に初任者同士の情報交換も取り入れ、
小中の枠を越えて交流を図ることができました。

〇若手教員研修（２・３年次研修）
　２年次では、初任者研修で培った土台の上に、さらに指導技術を高めるために授業を中心に指導・
助言をしています。
　３年次では、「埼玉県ジャンプ・アップ研修」の実施に教育支援センターも関わり、授業等の教育
活動改善のために各自が設定した研究課題の解決に向けて仮説の検証作業を行っていきます。
　夏季休業中の研修会では研究の途中経過を発表し合い、幅広く意見を交換することができました。

◯臨時的・任期付任用教員（１・２年目）研修
　教職経験が少ない中、学級や教科担当、校務分掌を任されて不安を募らせがちな教員の授業力向上
を支援します。指導案を作成して見通しをもって授業ができるように、年数回の教室訪問と指導・助
言を行っています。

◯積極的学校支援
　学校からの要請に基づき訪問を実施し、学級経営をはじめ規律ある学習習慣の定着や指導力向上の
ため指導・助言をします。また、自発的な自主研修のサポートにも対応します。

〇生徒指導・教育相談中級研修会（県立総合教育センターとの共催。）　　　　　　　　
〇特別支援教育研修会（春・夏・冬の年３回開催。専門講師の講話とグループワーク。）
〇さわやか相談員研修会（今年度５月に初めて開催。）

【ライフステージに応じた研修】

【専門性を高める研修】

　上記研修支援の他に、教育専門職としての資質の向上を図るため、研修の工夫・

充実に努めています。　


